
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ケア・すぎけん

50 回分 

 

 

今年は梅雨が長く続きましたが、８月に入りやっと夏本番となってきましたね。コロナウイルスの 

感染増加が心配ではありますが、リハ・すぎけんのご利用者様は継続してリハビリに通っていただいて 

います！７月中旬には、リハビリ中の火事を想定した避難訓練を実施しました。 

実際に非常ベルを鳴らしたので、大きな音に皆さんちょっとドキドキされていました。 

 ご利用者様は逸る気持ちを抑えながら職員の指示に従っていただき、スムーズに施設外へ避難すること 

が出来、職員も緊張感をもって取り組むことが出来ました。 

今回はそんな様子を少しご紹介します。 

 

 

  

リハ・すぎけんコーナー 

ご協力ありがとうございました。 



   

   

 

いつもお世話になっております。大工の安見です。 

 

緊急事態宣言解除後、新型コロナウイルスの感染者が増加傾向 

 にあり、こちらの方でも感染者が出てくるのではないかと不安に 

 思います。 

気温が上がれば感染者の数も少なくなるかと思っていましたが、少なくなるど 

 ころか他府県の人の行き来が増えたり、人が集まる事も少しずつ増えていった事 

 も感染者増加の原因のひとつではないかと思います。 

症状が出ない人が感染していて、自分が感染してい

るのかいないのか検査をしないと分からないのがこの

病気の怖い所だと思います。 

                

             外出時にはマスクをし、こまめに手洗いうがいをする 

             など自分が感染者にならないように気をつけたいと思

います。 

                          （大工 安見 和義） 

 

 

 

「抗酸化作用」この言葉に敏感に反応する昨今の自分。 

「体を錆びさせる（老化させる）活性酸素を除去してくれる力」、 

何と素晴らしい力！ 

サプリメントもたくさん販売されていますが、続けるにはランニングコストの問題

が… 

 

 そんな中、姉から勧められ「黒ニンニク」を 1 日 1 粒食すようになりました。味

もフルーティーでおいしいです。（好き嫌いはあるでしょうが） 

出来上がったものを購入するとやはり結構高額なので、にんにくは購入して自宅で

熟成させているとのことで、私も興味深々。 

作り方はいたって簡単で、炊飯器で約 2 週間保温するだけと聞き、  

現在私も「黒ニンニク作り」に挑戦中です。 

難点といえば、そこはそれ「にんにく」なので、保温している間ニ

ンニク臭がかなり匂います。はっきり言って臭いです。なので車庫

とか家の外で作るのがお勧めです。 

       この間 1 回目が終わりました。始めてにしては、まあまあの出来で

す。1 年分は作り置きし冷凍保存します。 

 加齢にアプローチも私にとっては大きな魅力ですが!(^^)!、怖い病気にかからない

ように免疫力を高めることが 1 番の目的です。自分の体は自分で守っていきたいと

思っています！ 

（ケア・すぎけん 井谷 安希子） 

～自分にできることを～ 

～負けないぞ～ 

  

ケア・すぎけんコーナー  
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杉さんのひとり言  

いつもお世話になりましてありがとうございます。 

 

今年は例年になく長い梅雨で、コロナの影響なのか？天気までも 

スキッとしない日々が続いていますが、皆さん、お元気でしょうか？ 

 いよいよ暑い夏の 8 月になりました。子供たちもコロナの影響で、 

授業が遅れていて短縮夏休みのようです。 

 

 さて、先日 7 月の終わりに連休があり、久々にまとめて本を読む時間がありました。 

その中で、出口治明氏の著で『還暦からの底力』という本の一部を紹介したいと思います。 

                  歴史・人・旅に学ぶという生き方で、高齢者が生かされている意味、 

                  生きている意義ということに対してのことです。結論をいえば、 

                 「高齢者は次世代のために働く、次世代を健全に育成するために生                

かされている」ということです。 

                   

                  では、「人間は何歳まで働くべきなのか？」というよくある問いに 

対し、次のように答えています。人間は動物ですから「何歳まで 

働く」とあらかじめ決めておくのは全くナンセンスです。動物と 

同じように、朝起きて元気だったらそのまま仕事に行けばいいし、 

しんどくなったら仕事を辞めればいいだけの話です。そのときに引退すればいいのです。 

 

 働いて一定以上の収入を得ている限りは何歳であっても社会保険料を払ってもらい、働くのを

辞めたら年金給付を受ければ、若い人の負担も少しでも軽減します。そして無理をせずに、今日

まで培ってきた現在の能力と意欲、体力に応じたふさわしい仕事をするということです。 

 

 そして何よりも過去のデーターによると人間は一生働くのが自然の姿であり、実は働き続ける 

ことによってのみ健康寿命も延びるということです。ありがたいことです。 

健康寿命を延ばす、即ち楽しい人生を送るためには、健康な高齢者が増え、 

医療費や介護費も減り、若い人の負担も精神的にも肉体的にも経済的にも 

減るということです。 

 

私は今 66 才ですが、がんばって仕事をして健康寿命を伸ばし、若者たちの 

足を引っ張らないように、楽しい人生を謳歌したいと思います。 

みなさんどのように思われますか？ 

  

今月もありがとうございます。                          （談  杉本 孝史） 
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杉建からのお知らせ 

昨年、ご好評をいただきました『大工さんと作ろう！木工教室』ですが、今年度

は、コロナウイルス感染拡大の状況を考慮しまして、中止とさせていただきます。

また皆さまと一緒に楽しいイベントが開催できる日を、スタッフ一同心待ちにし

ています。 

1 日も早いコロナウイルスの終息を祈ります。 

採光を遮ることなく、スペースを有効活用

できます！ 

部屋のイメージに合った自分好みの棚が作れます！！ 

コンセントやスイッチも使えるように自由にサイズを調整でき

るのも手作りならでは！！ 

➁

部屋のスペースに合わせたピッタリサイズで作成で

きるので、スペースが無駄なく使え、スッキリとし

た仕上がりに。 

間仕切りを可働棚にすることで、入れる物の高さに合

わせた棚板の移動もラクラク！！ 


